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要旨 
本研究の目的は、小学校教員養成課程の『初等体育科教育法』における模擬授業の実践
を通して、受講生の「授業省察力」がどのように変容するのかを明らかにすることである。
本研究では模擬授業全 7 回を対象に、授業毎に記入させた「授業評価シート」の自由記述
の内容を取り上げて分析し、受講生の省察の実態を調査した。 
その結果、教師役の全記述数については、授業者の立場からと学習者の立場から共に、3
回目から 4回目がピークとなった。また児童役の全記述数については、5回目を除いてほと
んど同数で推移して、6・7 回目は増加傾向となった。授業後の検討会における児童役の発
言内容では、1・2 回目の頃は模擬授業に直接関わる指摘が多かったが、回を追うごとに指
導方法に関わる指摘や自分が授業をおこなう場合の提案を述べる傾向が見られた。これら
のことから、本研究での模擬授業は受講生の「授業省察力」の変容に良い影響を及ぼした
と考えられた。 
 
はじめに 
日本の大学において「小学校体育科」に関わる実践的指導力を高める目的で模擬授業を
試行したのは、岸本（1981）がマイクロティーチングによる研究をおこなったのが初期の
ものと考えられる。近年では、模擬授業を通して教員養成段階の学生がどのような能力を
身につけているのか、つまり模擬授業における学習成果に関わる研究などが多く報告され
ている（岸本,1995;糟谷,2006;福ケ迫・坂田,2007;木原ほか,2007,2008,2009; 藤田・細
越,2008;松田ほか,2008;徳永,2009;藤田ほか,2011;日野・谷本,2009）。これに対して、周
東（2012）は模擬授業を実施した多くの研究は、教師役の「省察する力」を養おうとして
いるものが多いと指摘している。そして、模擬授業における教師役と児童役のそれぞれを
対象とした“授業を省察するための教材”としての「感想票」の成果について報告してい
る。 
本研究では先行研究としては数少ない小学校教員養成課程の『初等体育科教育法』にお
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ける模擬授業全 7回を対象に、授業毎に記入した「授業評価シート」注１）から自由記述の内
容を取り上げて分析し、受講生の省察の実態を調査した。そのうち今回は、教師役（各回 1
名、全 7名）および児童役（欠席者がいない日の最多人数 28名）の記述内容と模擬授業後
の検討会における受講生の発言内容についておこない、受講生の「授業省察力」がどのよ
うに変容するのかを明らかにすることを目的にした。なお自由記述の分析では、予め分類
のカテゴリーを設けることはせず、記述内容の類似性を優先して分類した。 
 
１ 初等体育科教育法の授業実践 
（１） 授業スケジュール 
表 1に授業スケジュールを示した。授業期間は、2011 年 9月～2012年 1月までの後期中
であり、受講生は、小学校教員免許の取得を希望する 2 年生 29 名であった。「授業評価シ
ート」は、模擬授業（正規の授業と同様な 45分間）終了後、毎回、①授業者の立場から②
学習者の立場から、の二観点によって省察することとした。同時に、作成方法などの詳細
な説明もおこない、2012年 1月末までに授業担当者あて Eメールで送付するよう促した。 
 
             表 1 授業スケジュール 
    
第　1回
第　2回
第　3回
第　4回
第　5回
第　6回
第　7回
第　8回
第　9回
第 10回
第 11回
第 12回
第 13回
第 14回
第 15回
体育の授業評価について考究する
講義ガイダンス（シラバス授業）
体育科の目標と授業構想について解説する
体育授業における運動学の重要性を知る（２）
体育授業における運動学の重要性を知る（１）
学習指導（支援)について考究する
まとめ
模擬授業を実践する（６）と授業検討会
模擬授業を実践する（７）と授業検討会
学習指導案の作成法とその実際について解説する
模擬授業を実践する（１）と授業検討会
模擬授業を実践する（２）と授業検討会
模擬授業を実践する（３）と授業検討会
模擬授業を実践する（４）と授業検討会
模擬授業を実践する（５）と授業検討会
 
 
（２）模擬授業の実施内容 
表 2は、7回おこなわれた模擬授業の単元名などを示している。右端には当日の出席者数
（児童役）を記した。なお模擬授業に先立ち、予め①～⑤のような条件を明示した。想定
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学年については任意としたが、小学校学習指導要領解説体育編に例示されている内容に準
拠した指導案を作成のうえ、実施するように指示した。模擬授業者（教師役）は、各グル
ープで自薦や他薦の方法により選定させた。選定にあたっては、小学校「教科教育法」に
関わる他教科での模擬授業の経験を考慮するようにも指示した。 
 
表 2 模擬授業の単元   
④想定の児童数は32名とする。
⑤原則、1グループ（4～5名）のうち1名が教師役となり、その他は児童役となるが、授業後の検討会
では司会や記録係等を役割分担する。
模擬授業（７）走・跳の運動遊び「リレー遊び」：1年生想定                     出席者数27名
注；模擬授業については、あらかじめ次のような条件が示されていた。
①模擬授業をおこなわない者は、11月末までに指導案を提出する。
②模擬授業をおこなう者は、模擬授業の1週間前までに指導案を提出する。担当者が添削して返却後、
修正指導案を実施3日前までに印刷する。
③本学体育館で実施可能な運動種目とする（施設・用具が整っていること）。
模擬授業（６）ボール運動「ソフトバレーボール」：6年生想定　　　　　　　　　 出席者数25名
模擬授業（１）表現リズム遊び「マル・マル・モリ・モリ！」：2年生想定　　　　 出席者数21名
模擬授業（２）ゲーム＜鬼遊び＞「しっぽ取り鬼＆ボール遊び鬼」：2年生想定     出席者数26名
模擬授業（３）ボール運動「バスケットボール」：5年生想定　　　　　　　　　　 出席者数22名
模擬授業（４）陸上運動「リレー」：5年生想定                          　　　 出席者数24名
模擬授業（５）ボール運動「バスケットボール」：6年生想定　　　　　　　　　　 出席者数20名
 
 
２ 授業評価シートの記述内容に関わる結果と考察 
 受講生から得られた自由記述の内容は大きく分けて、3つの領域にわたっていた。第 1は
授業運営（指導案を含む）に関わること、第 2 は授業内容（支援の方法を含む）や教材等
に関わること、第 3は改善点や自分が授業をおこなう場合の提案などに関わることである。
以下、教師役と児童役の記述内容について見ていく。 
（１） 教師役の省察について 
表 3 は、教師役となった 7 名が（自分の授業を含む）模擬授業７回について、授業者の
立場から省察した自由記述の分析結果をまとめたものである。「授業内容（支援の方法を含
む）や教材等に関わる」内容の記述文が 79 個で全体の約 65％を占めていた。また表 4 は、
学習者の立場から省察した自由記述の分析結果をまとめたものである。これも「授業内容
（支援の方法を含む）や教材等に関わる」内容の記述文が 101 個で全体の約 85％を占めて
いた。＜自分が授業をおこなうとしたら、このようにしたい＞というような「改善点や提
案内容」の記述文が多かったのは、学習者の立場からよりも授業者の立場からのほうであ
った。特に、教師役 Fは合計 10個の改善点や提案を述べていた。 
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「授業内容（支援の方法を含む）や教材等に関わる」内容の記述数を比較すると、第 3
回を除けば学習者の立場のほうが多い傾向にあった。これは、教師役に決定したことで教
材研究に一層励んだことや、児童役で模擬授業に臨んだ際の意識の高さなどが、積極的な
振り返りを促したからではないかと考えられる。全記述数を出席者数で除した平均を比較
すると、二観点共に、3回目から 4回目がピークとなっている。これは模擬授業が 2回終わ
り、授業を省察する力が少しずつ向上してきた時期であったこと、およびコメントしやす
い授業内容だったことなどが影響していると考えられる（図 1）。 
 
  
図１ 教師役の全記述数の平均       図 2 児童役の全記述数の平均 
 
次に、教師役を経験した 7 名が授業後の検討会を経て、自分の模擬授業をどのように評
価（省察）したのかを見た（表 5）。その結果、授業者の立場からでは、自分の授業につい
て振り返り、次回に向けての建設的な記述文が見られた。それは、模擬授業を前半におこ
なった者よりも中盤から後半にかけてのほうが顕著であった。たとえば、Cは「もっと堂々
として児童に伝わりやすい指示をおこなうべきだった。」と述べている。また E は、「ボー
ルの個数と人数を考慮していなかったこと、試合の開始の仕方などで、たくさんの不備が
あった。」と述べている。さらに F は、「リレーを認識させるために、バトンや障害物を工
夫したのが、逆に児童の集中力を欠いてしまうと指摘された。しかし、うちわや教材の準
備が良かったなどのプラスの意見もあったので、体育も教材準備が大切だと実感した。」と
述べている。 
表 3 教師役の省察：自由記述の分析結果（授業者の立場から） 
A
B
C
D
E
F
G
計
模擬授業者
0
6
2
10
3
11
7
0 11
0
22
16
8
3079
1
4
7
授業運営に関わること
授業内容(支援の方法を含
む）や教材等に関わること
改善点や提案に関わること
3
3
1
1
9
6
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表４ 教師役の省察：自由記述の分析結果（学習者の立場から） 
A
B
C
D
E
F
G
計
模擬授業者
6 101 12
2 14 3
0 11 4
2 26 0
1 13
0 12 2
3
1 9 0
0 16 0
授業運営に関わること
授業内容(支援の方法を含
む）や教材等に関わること
改善点や提案に関わること
 
 
表５ 教師役の模擬授業に対する省察       
    
模擬授業者 授業者の立場から
D
E
F
G
・コーナーを走るポイントは練習を始める前に伝えるべき。
・児童が説明を聞く態勢づくりをおこなうべき。
・示範をみせたほうがわかりやすく、早く伝わる。
・全体を通してスムーズに授業を展開することができた。
・ねらいを達成させるため環境づくりができた。
・チーム分けの工夫がなされていなかったこと。
・ボールの個数と人数を考慮していなかったこと。
・ゲームのスタートの仕方などで、たくさんの不備があった。
・チームのメンバーが同等になるようにあらかじめ考えたり、人数とボールのこともあらかじめ
調べておいたり、どのタイミングで出れば良いのかまで明確にしておく必要があった。
・チーム練習の際に、各チームを巡回してアドバイスができたり、その場で対応できたことは良
かったと思う。
・爪の処理ができているかの確認を忘れたり、互いに声を掛け合って練習やゲームに取り組
むということ、整理体操についてなどを伝え忘れてしまった。
・自分が思っていたような授業ができなかったため、反省したい。
・児童がソフトバレーボールは結構できていたのに、巡回指導中の個人的な指導があまりで
きなかった。そのため、予想されるつまずき等を考え、おこなってみればよかったと感じた。
・リレーを認識させるために、バトンや障害物を工夫したのが、逆に児童の集中を欠いてしまう
と指摘された。
・うちわや教材の準備が良かったなどのプラスの意見もあったので、体育も教材準備が大切
だと実感した。
・展開の仕方などはまだまだ練習が必要だと思った。
・模擬授業をしてみて、いちばん良くなかったのは時間が10分ほどオーバーしてしまったこと
だったと思う。
・授業の内容は少しハードだったので改善も必要だと感じたが、児童も楽しんでいたし、良かっ
たと思う。
・練習内容が豊富で児童が飽きないと思った。
・学習内容は豊富だが少し多いかもしれない。
・もっと堂々としたほうがよい。
・練習の指示をはっきり出す。
・パス練習の際、コツを教えてあげられれば良かった。
・パスを３つも練習したのでもう少し丁寧に練習したほうがよい。
・ピットナルをうまく使ったほうがよかった。
・場所やスペースの指示をしっかり出したほうがよい。
B
・覚える動きを何かに例えながら示すと、イメージしやすく行動に移しやすい。
・映像があると効果的に伝わることがわかった。A
C
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（２） 児童役の省察について 
 表６は、児童役となった受講生が模擬授業 7 回について、授業者の立場から省察した自
由記述の分析結果をまとめたものである。「授業内容（支援の方法を含む）や教材等に関わ
る」内容の記述文が 331 個で全体の約 65％を占めていた。また表７は、学習者の立場から
省察した自由記述の分析結果をまとめたものである。これも「授業内容（支援の方法を含
む）や教材等に関わる」内容の記述文が 419 個と圧倒的に多く、全体の約 87％を占めてい
た。それに対して、「授業運営に関わる」内容および「改善点や提案に関わる」内容の記述
数は共に、学習者の立場からよりも授業者の立場からのほうが多かった。前者の記述内容
で最も多かったのは、第 3回の模擬授業に対するもので 37個と他を圧倒している。模擬授
業者 C の模擬授業への取り組み自体は決して悪いものではなかった。しかしながら、授業
の導入場面において児童役の氏名を失念し、全般的に自信のない振る舞いだったことが、
児童役の不信感へとつながってしまったと考えられる。そのことは、次のような記述文で
もうかがい知ることができる。「はやい段階で児童の顔と名前を一致させる。」「授業をして
いる時の自信無さそうな感じが児童を不安にさせてしまう要因になり、児童がやっている
ことがこれでいいのかと思ってしまう原因になるので改善したほうがよいと思う。」「授業
が始まる前から落ち着きがなく、不安な気持ちでいっぱいでした。同じチームの人に次や
ることを聞いていたりしていたので、自分でもっと授業の流れを確認するべきだったと思
う。」「先生からの指示が少しあやふやで児童が戸惑ってしまった部分があったので、しっ
かり、はっきりと指示をすることが重要だったと感じました。その他は、児童の質問に必
ず耳を傾けてあげることも必要だったかなと思いました。」一方で、次のような建設的なコ
メントがあり、結果（「授業評価シート」のまとめ）をフィードバックしても授業者は気落
ちせずに救われるのではないかと考えられる。「C さんは、バスケットボールの経験者では
ないのに模擬授業をおこなったのですが、示範を見て教材研究が足りないと思いました。
しかし、自分が慣れていないことにチャレンジする姿勢は、子どもたちにとってとても勉
強になるばかりか、生きていくうえで必要なことなので、とても素晴らしいと思いました。」 
 「授業内容（支援の方法を含む）や教材等に関わる」内容の記述数を比較すると、6回目
（同数）を除き全ての回で学習者の立場のほうが多かった。また、3回目と 5回目を除けば
記述数の増加傾向が見られた。さらに全記述数を出席者数で除した平均の比較では 5 回目
を除き、二観点共にほとんど同数で推移して、終盤の 6回と 7回は増加傾向となっている。
これらのことから、受講生の授業を省察する力については向上の兆しがあると推測される
（図 2）。また、受講生が 2 年生のため、今後の学修によって向上していく可能性は高いで
あろう。一方、「改善点や提案に関わる」内容の記述数は低調であった。そのため、次年度
は本授業科目の担当者が「授業評価シート」を閲覧後、模擬授業の前にコメントを加え、
受講生全体にアドバイスや示唆を与えたい。それらと共に、他教科での模擬授業や近隣小
学校での「学校フィールド学習」注２）及び「教育実習」などの経験を積めば、さらに省察す
る力が高まり記述数も増えていくものと考えられる。 
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表６ 児童役の省察：自由記述の分析結果（授業者の立場から） 
A 10 41 21
B 19 38 21
C 37 21 8
D 4 60 5
E 9 39 2
F 17 65 1
G 13 67 6
計 109 331 64
改善点や提案に関わること模擬授業者 授業運営に関わること
授業内容（支援の方法を含
む）や教材等に関わること
 
 
表７ 児童役の省察：自由記述の分析結果（学習者の立場から）   
A 2 54 7
B 6 66 10
C 9 44 9
D 1 64 1
E 2 52 1
F 4 65 2
G 6 74 1
計 30 419 31
改善点や提案に関わること模擬授業者
授業内容（支援の方法を含
む）や教材等に関わること
授業運営に関わること
 
 
         表８ 検討会における児童役の発言内容（概要） 
    
第1回
初回ということもあり、発言内容は特記する
ものが少なかった。ワークシートと踊る際の
隊形について改善を求めた提案が見られた。
第5回
教師役が最初に示範することや練習のみでな
く簡易な試合をおこなったほうが良かったと
の提案が見られた。また、チーム間に身長差
や技能レベルの偏りができないほうが良かっ
たとの指摘もあった。また、20名が良かった
点（同じような内容を含む）を挙げていた。
第2回
活発な発言が見られた。良かった点として10
個が挙げられていた。また、改善点として13
個が挙げられていた。この授業が思いのほか
白熱し、教材としての価値の高さを知ること
になったからだと思われる。
第6回
このグループは司会者、記録者ともしっかり
していたので、検討会の運営が素晴らしかっ
た。教師役がバレーボールの経験者であった
ため、ソフトバレーボールを選んだようだ。
前回の教師役と異なった点は、代表グループ
を選び、最初に見本として試しの試合をおこ
なわせたところが良かったとの指摘が多かっ
た。ただし、授業中の試合数が同じにならず
不公平感を抱かせる可能性があるとの指摘か
ら派生して、様々な議論が高まっていった。
第3回
授業の導入部分で教師役が児童役の氏名を忘
れていたことが全般的に尾を引いていたよう
に思われる。そのため、検討会でもそれに関
して相当数の指摘があった。授業内容に関し
てというよりも、教師役の声の大きさや自信
のない態度などへの指摘が多かったのが特徴
的だった。
第7回
バトンの代わりにぬいぐるみを用いたことに
対して、賛否両論があった。低学年に対する
配慮として教具を工夫したのは良い点だが、
教師役の発言（言葉づかい）が難しいのでは
ないかとの指摘も多かった。また、授業時間
が33分と短く、早く終わってしまった。
第4回
10個の提案があった。その中で、教師役が陸
上競技の経験者だったために、専門的な内容
に関して、もっとわかりやすい説明や示範を
求める指摘が目立った。また、運動量の面で
は設定した距離が短いとの指摘も多かった。
＊受講生の全員が出席した回は一度もなかった。欠席理
由の多くが介護等体験実習によるものであった。
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４ おわりに  
本研究の目的は、小学校教員養成課程の『初等体育科教育法』における模擬授業の実践
を通して、受講生の「省察力」がどのように変容するのかを明らかにすることであった。
本研究では模擬授業全 7 回を対象に、授業毎に記入させた「授業評価シート」の自由記述
の内容を取り上げて分析し、受講生の省察の実態を調査した。そのうち今回は、教師役（各
回 1名、全 7名）および児童役（欠席がない日の最多人数 28名）の記述内容と模擬授業後
の検討会における受講生の発言内容についておこなった。得られた結果の大要は、以下に
示すとおりである。 
１）教師役の省察では、授業者の立場から省察した「授業内容（支援の方法を含む）や
教材等に関わる」内容の記述文が 79個で全体の約 65％を占めていた。また、学習者の立場
から省察した「授業内容（支援の方法を含む）や教材等に関わる」内容の記述文も 101 個
と多く、全体の約 85％を占めていた。「改善点や提案内容」の記述文が多かったのは、学習
者の立場からよりも授業者の立場からのほうであった。全記述数の平均については、二観
点共に、3回目から 4回目がピークとなっていた。教師役を経験した受講生が授業検討会を
経て、自分の模擬授業をどのように省察したのかを見たところ、授業者の立場からでは、
次回に向けての建設的な記述文が多く見られた。 
 ２）児童役の省察では、授業者の立場から省察した「授業内容（支援の方法を含む）や
教材等に関わる」内容の記述文が 331 個で全体の約 65％を占めていた。また、学習者の立
場から省察した「授業内容（支援の方法を含む）や教材等に関わる」内容の記述文も 419
個と圧倒的に多く、全体の約 87％を占めていた。「授業運営に関わる」内容および「改善点
や提案に関わる」内容の記述数は、学習者の立場からよりも授業者の立場からのほうが多
かった。全記述数の平均については、5 回目を除き、二観点共にほとんど同数で推移して、
終盤の 6回と 7回は増加傾向となっている。一方、「改善点や提案に関わる」内容の記述数
については低調であった。 
 以上のことから、本研究での模擬授業は受講生の「授業省察力」の変容に良い影響を及
ぼしたと考えられた。 
 他方、今後の課題としては次のことが挙げられる。 
・第 1 に、本研究では模擬授業 7 回分における省察の実態を検討したが、教師役および児
童役の全般的な傾向の把握に終わってしまった。そのため、模擬授業を経験する毎に個々
人（受講生全員）がどのように変容したか、などの詳細な分析はできていない。時間のか
かる作業だが、地道におこなっていきたい。 
・第 2 に、模擬授業に関わる「授業評価シート」を年度末にまとめて提出させたため、授
業担当者が模擬授業直後の省察を確認することができなかった。したがって、次年度は授
業後 3 日以内に E メールで送付させ、閲覧後に返送する。また、次回の模擬授業前に全員
に向けてコメントをしていきたい。 
・第 3 に、授業担当者が取りまとめた「授業評価シート」は、支障のない範囲で受講生に
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フィードバックしていきたい。 
・第 4 に、本研究で取り上げた「授業省察力」は在学中の体育科以外の『教科教育法』等
の学修でもトレーニングされ、４年次の『教職実践演習』で修得状況について確認する必
要があるだろう。また、教職に就けば日々の研修において向上に努めることが期待される。 
 
 
 ＜本研究は第 5 回中日教師教育学術研究集会（於：北京師範大学,2012.9）において口頭
発表したものを修正・加筆したものである。＞ 
 
注 
１）本研究で用いた「授業評価シート」は、周東（2012）に倣って次のような書式とした。 
 
授業回数 授業者名 単元名 授業者の立場から 児童（学習者）の立場から
初等体育科教育法　　　模擬授業にかかわる評価シート　　　　　　　　　学籍番号：　　　　　　　　　　　　　　　氏名：
1
2
 
２）本学の小学校教員養成課程（地域児童教育専攻）が開設されて 2年後の 2007 年度から
前橋市立笂井（うつぼい）小学校との間で連携協力して取り組んでいる学習支援活動。 
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Abstract 
On the Effects of Microteaching in PE Classes in an Elementary School 
Teacher Training Course: Changes in "Reflection Skills"  
Kazuhiro KISHI 
The purpose of this research is to show clearly how students’ "reflection skills" change 
through microteaching practice in the "teaching method of physical education" in initial 
teacher training. There were a total of seven demonstration lessons from which the 
reflections of both; participants as teachers and participants as schoolchildren were 
analyzed. Analysis of reflections was carried out using descriptors that resulted in a 
peak in both groups occurring between the third and fourth lessons. However, for those 
acting as schoolchildren in the lessons, there was a steady incline (excluding lesson 5) 
of descriptors towards the sixth and seventh lessons. Upon scrutiny of post-lesson 
debriefing sessions, when compared with the first and second microteaching sessions, a 
trend was found concerning the moving away from opinions about oneself towards an 
increase in noticeable teaching-related “reflection skills”. From these points, it may be 
possible to assume that students' experience of microteaching had a positive impact on 
their “reflection skills”. 
 
